
 ○ 携 帯 音 声 通 信 事 業 者 に よ る 契 約 者 等 の 本 人 確 認 等 及 び 携 帯 音 声 通 信 役 務 の 不 正 な 利 用 の 防 止 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 十 七 年 総 務 省 令 第

百 六 十 七 号 ） の 一 部 改 正 案  新 旧 対 照 条 文  

 

改       正       案  現             行  

附  則  附  則  

（ 平 成 二 十 三 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び 平 成 二 十 八 年 熊 本 地 震 に

起 因 し て 生 じ た 事 態 に 対 応 す る た め の 特 例 ）  

第 七 条  平 成 二 十 三 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に 際 し 災 害 救 助 法 （ 昭 和

二 十 二 年 法 律 第 百 十 八 号 ） が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 （ 東 京 都 の 区

域 を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） に 住 居 を 有 す る 被 災 者 及 び 平 成 二 十 八 年 熊

本 地 震 に 際 し 同 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居 を 有 す る 被 災 者

で あ っ て 、 第 三 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 方 法 に よ る 本 人 確 認 及 び

第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 方 法 に よ る 譲 渡 時 本 人 確 認 （ 以 下

「 通 常 本 人 確 認 等 」 と い う 。 ） を 行 う こ と が 困 難 で あ る と 認 め ら れ

る も の に 係 る 法 第 三 条 第 一 項 及 び 法 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 総 務 省

令 で 定 め る 方 法 は 、 第 三 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号

の 規 定 に か か わ ら ず 、 通 常 本 人 確 認 等 を 行 う こ と が で き る ま で の 暫

定 的 な 措 置 と し て 、 平 成 二 十 三 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に 際 し 災 害

救 助 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居 を 有 す る 被 災 者 に つ い て は

平 成 二 十 三 年 八 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 平 成 二 十 八 年 熊 本 地 震 に 際 し

同 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居 を 有 す る 被 災 者 に つ い て は 平

成 二 十 八 年 九 月 三 十 日 ま で の 間 、 こ れ ら の 被 災 者 か ら 申 告 を 受 け る

（ 平 成 二 十 三 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び 平 成 二 十 八 年 熊 本 地 震 に

起 因 し て 生 じ た 事 態 に 対 応 す る た め の 特 例 ）  

第 七 条  平 成 二 十 三 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に 際 し 災 害 救 助 法 （ 昭 和

二 十 二 年 法 律 第 百 十 八 号 ） が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 （ 東 京 都 の 区

域 を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） に 住 居 を 有 す る 被 災 者 及 び 平 成 二 十 八 年 熊

本 地 震 に 際 し 同 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居 を 有 す る 被 災 者

で あ っ て 、 第 三 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 方 法 に よ る 本 人 確 認 及 び

第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 方 法 に よ る 譲 渡 時 本 人 確 認 （ 以 下

「 通 常 本 人 確 認 等 」 と い う 。 ） を 行 う こ と が 困 難 で あ る と 認 め ら れ

る も の に 係 る 法 第 三 条 第 一 項 及 び 法 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 総 務 省

令 で 定 め る 方 法 は 、 第 三 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 十 一 条 第 一 項 第 一 号

の 規 定 に か か わ ら ず 、 通 常 本 人 確 認 等 を 行 う こ と が で き る ま で の 暫

定 的 な 措 置 と し て 、 平 成 二 十 三 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に 際 し 災 害

救 助 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居 を 有 す る 被 災 者 に つ い て は

平 成 二 十 三 年 八 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 平 成 二 十 八 年 熊 本 地 震 に 際 し

同 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居 を 有 す る 被 災 者 に つ い て は 当

分 の 間 、 こ れ ら の 被 災 者 か ら 申 告 を 受 け る 方 法 と す る こ と が で き る



 

方 法 と す る こ と が で き る 。  。  

２  略  

 

２  略  
第 九 条  附 則 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る こ れ ら の 被 災 者 で あ っ て 、 第 十

九 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 方 法 に よ る 貸 与 時 本 人 確 認 （ 以 下 「 通

常 貸 与 時 本 人 確 認 」 と い う 。 ） を 行 う こ と が 困 難 で あ る と 認 め ら れ

る も の に 係 る 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 総 務 省 令 で 定 め る 方 法 は 、

第 十 九 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 通 常 貸 与 時 本 人 確 認 を

行 う こ と が で き る ま で の 暫 定 的 な 措 置 と し て 、 平 成 二 十 三 年 東 北 地

方 太 平 洋 沖 地 震 に 際 し 災 害 救 助 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居

を 有 す る 被 災 者 に つ い て は 平 成 二 十 三 年 八 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 平

成 二 十 八 年 熊 本 地 震 に 際 し 同 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居 を

有 す る 被 災 者 に つ い て は 平 成 二 十 八 年 九 月 三 十 日 ま で の 間 、 こ れ ら

の 被 災 者 か ら 申 告 を 受 け る 方 法 と す る こ と が で き る 。  

第 九 条  附 則 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る こ れ ら の 被 災 者 で あ っ て 、 第 十

九 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 方 法 に よ る 貸 与 時 本 人 確 認 （ 以 下 「 通

常 貸 与 時 本 人 確 認 」 と い う 。 ） を 行 う こ と が 困 難 で あ る と 認 め ら れ

る も の に 係 る 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 総 務 省 令 で 定 め る 方 法 は 、

第 十 九 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 通 常 貸 与 時 本 人 確 認 を

行 う こ と が で き る ま で の 暫 定 的 な 措 置 と し て 、 平 成 二 十 三 年 東 北 地

方 太 平 洋 沖 地 震 に 際 し 災 害 救 助 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居

を 有 す る 被 災 者 に つ い て は 平 成 二 十 三 年 八 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 平

成 二 十 八 年 熊 本 地 震 に 際 し 同 法 が 適 用 さ れ た 市 町 村 の 区 域 に 住 居 を

有 す る 被 災 者 に つ い て は 当 分 の 間 、 こ れ ら の 被 災 者 か ら 申 告 を 受 け

る 方 法 と す る こ と が で き る 。  

２  略  ２  略  


